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　目的　青年期の女性の栄養と健康に関わる問題は、多くの健全とは言いがたい諸問題を

抱えている。本調査では、痩身が食生活と健康におよぼす影響について検討した。

　方法　平成９年１０月の特定の１日、生活系短期大学の学生を対象に、身体計測、生活

時間、疲労自覚症状、日常の生活習慣等の調査を実施した。

　結果計測値から算出したBMIは普通体重であるにもかかわらず体脂肪率が3 0%を

越える軽肥満者は普通体重群の5.6％、過体重群には3 5％以上の肥満者が11.1％含

まれていた。しかし、痩せの状況にあってもさらなる体重減少を望み、自己の体重を過大

評価する傾向もみられた。減量経験者は8 8.1％、その方法は比較的無難な方法のほか

危険な薬剤による方法まで多岐に渡っていた。健康上の問題点を知る上で実施した疲労自

覚症状は、睡眠不足の場合に出現しやすい活力の低下型であった。平均睡眠時間は７時間

17分、睡眠不足群の疲労感は１～ｍ群で高い値を示した。その差は僅か３０分ではある

が、疲労感に大きな影響を与えていた。一方、健康に自信のない人の疲労感は1 ・Ill群が

高い傾向を示した。健康に暮らすためには日常の食生活が大切なことを認識していても、

配慮している人は約半数で、配慮していない人の疲労感は有意に高い傾向を示した。

　以上より、健康にとって望ましい食習慣を身につけることを目的として、対象者の知識、

生活条件に沿った系統的、継続的、具体的な栄養教育の必要性が改めて示唆された。

2 Dp－8

176

女子大生の栄養摂取と生活時間調査

　　－ダイエット志向が食物摂取、食事状況および自覚的症状に及ぼす影響一

　　　　大妻女大家政○相川りゑ子、彦坂令子、小久保清子

　　　　　　　　　　　　秋元ユカ、関根奈々恵、八倉巻和子

　目的　今まで女子大生の栄養摂取と生活時間について調査を行い、種々の問題点を指摘

してきた。近年、若い女性のダイエット志向による健康への影響が問題になっている。そ

こで今回は、女子大生のダイエット志向が、食物摂取、食事状況および自覚的症状に及ぼ

す影響について検討した。

　方法　対象：本学女子大生1 8～2 2 歳228名。調査日:1997年5月。調査項目：食物摂

収量調査(日曜・祭日を除く辿続３日闘の食小を秤m記入方式で記録)。生活峙間調査(食物

摂取量調査期間中の１日の生活行動を記録)。自覚的症状調査および食行動調査表(Eating

Attitude　Test : EAT)を用いた調査は、いずれも５段階の尺度をつけて回答を求めた。集

計方法:EAT調査の点数のＯ～1 3点の者(n＝2 6)をA群(良い)、4 6～6 0点の酋(n

＝2 7)をB群(悪い)とし、検討した。

　結果　食物摂取量は全体平均でIﾈﾙｷﾞｰ､糖質xa､Fe､食物繊維が栄養所要量を下回ってお

り､脂肪lﾈﾙｷﾞｰ比率は高い。B群はA群に比べてﾋﾞﾀﾐﾝＡ､B 1､B1､Ｃを除きすべての栄養素

が不足していた。食品群についてもＢ群はA群に比べて少ない摂取であった。朝､昼､夕の

食事形態ではおにぎり･菓子パンなどの単品を､朝食と昼食にB群が多く選び､主食･主菜･副

菜がそろっている形はＡ群が多く選んでいた。夕食に主食なしを選んだのはB群に多い。

自覚的症状調査では､根気がなくなる､頭がいたい､腰がいたいなどＢ群が有意に多く訴えて

いた。身長･体璽はA,B群でそれぞれ159.4cni･158.4cm､49.0kg･49.5kgで両群に大きな差は

見られないがダイエット志向の違いが､栄養素摂取量､自覚的症状に影響を及ぼしている。


